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北海道の製糖産業を支えるテンサイ直播適性の解明と選抜実証

１ 代表機関・研究統括者

国立研究開発法人 農研機構北海道農業研究センター 松平 洋明

２ 研究期間：2019～2021年度（3年間） 

３ 研究目的 

テンサイ栽培で近年増加している直播栽培において多収となる品

種・系統の適性要因を解明し、直播適性系統を獲得する。また、将来の

普及が見込まれる狭畦密植の直播栽培への適性要因を解明する。 

４ 研究内容及び実施体制 

① 慣行の畦間条件下での直播適性要因の解明と適性系統の獲得

主産地や病害多発条件で直播・移植栽培を比較し、多収性と関連す

る品種・系統の特性を解明し、直播栽培での系統選抜を行う。 
（道総研北見農業試験場、道総研十勝農業試験場、日本甜菜製糖株式会社、北海道糖業株式会

社、農研機構北海道農業研究センター） 

② 狭畦密植直播栽培条件における適性要因の解明

狭畦（畦間 45cm）と慣行（畦間 60cm）の直播栽培試験により狭畦

密植条件で糖量が多い適性系統を見出し、その要因を明らかにする。 
（農研機構北海道農業研究センター、日本甜菜製糖株式会社） 

５ 達成目標 

直播栽培で糖量が多い“直播適性”、ならびに狭畦密植で糖量が多い

“狭畦密植適性”の要因が解明されるとともに、直播適性系統を 1 つ

以上獲得する。 

６ 期待される効果・貢献 

獲得した直播適性系統は、その後、最適な利用方法を開発して品種登

録を行う。また、直播適性・狭畦密植適性の要因解明とこれらの適性を

具備する新品種育種法が開発され、テンサイ育種に活用される。 

【連絡先 国立研究開発法人 農研機構北海道農業研究センター 0155-62-9271】 



01011B 北海道の製糖産業を支えるテンサイ直播適性の解明と選抜実証

背 景 直播栽培の問題点

さらに将来は狭畦密植適性品種
の開発・利用による相乗効果が
期待！！

直播適性品種の育成につながり、
直播栽培が多収化！！

• 直播栽培で糖量が多い直播適性の要因解明と直播適性系統の獲得
• 将来普及する狭畦密植直播栽培への適性要因の解明

研究目的

波及効果

• 生育期間が短く糖量が少な
い！（移植の約80%）

• 直播栽培は病害の影響が大！
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高齢化

テンサイでは直播栽培が急拡大中！

直播栽培は移植栽培に対して、
労働時間が55%、生産費が80%！

農家戸数減少により
1戸あたりの
栽培面積が増加

• 栽培期間の短い直播栽培でも
糖量が多く、病害に強い直播
適性品種の育成

• 将来普及する狭畦密植に対応
した品種育成

問題点に対するアプローチ移植栽培での育苗
(重労働・高コスト！)

テンサイ 北海道の畑輪作体系に組込まれた基幹作物で、国産糖の8割の供給源。
作付けは約6万ha、生産量は約360万トンで、地域産業にも大きな影響を持つ。
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慣行の畦間条件(畦間60〜66cm)での直
播・移植栽培で、糖量の品種間差とそ
れに関連する初期生育、病害抵抗性な
どの特性、および地域間差を比較

北見農試、十勝農試、
日甜 (株)、北糖 (株)、北農研

直播栽培環境下での
適性系統の選抜実証 北農研

情報共有・結果の比較

直播栽培への適性要因を解明
北見農試

各地域での
比較データ

慣行と狭畦(畦間45cm) の直播栽培
で品種およびその親系統について収
量形質と草型等の生育特性を比較

北農研、日甜

狭畦密植適性要因の解明
北農研

比較検証結果

研究
統括
北農研

情報の
比較・
共有

慣行の直播
（畦間60cm）

将来の狭畦直播
（畦間45cm）

研究概要研究概要
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直播栽培で糖量が多い“直播適性”ならびに狭畦密植で糖量が多い“狭畦密植適性”の
要因が解明されるとともに、直播適性系統を1つ以上獲得する。

達成目標

将来は狭畦密植化！


